
10代女性を支える活動の
現場から



中高時代、街をさまよう
「難民高校生」でした。



2011年5月に設立
2013年3月に法人化

公的機関が閉所中の夜間や休日でも、本人自ら駆け込める10代女子向けシェルターを運営。
＜2019年度＞相談者数591名、面談1560回
一時シェルター利用者数67名、宿泊日数749泊、日中利用件数689件
中長期シェルター（シェアハウス）入居者13名、 アウトリーチでの声掛け人数3,241名











2018年10月～2020年12月9日までに
74回開催、1379名が利用
6806名に声掛け、ボランティア704名



・2020年は新型コロナの影響で、学校休校要請のでた3月～相談が急増
Colaboでは、4月～12月半ばまでで、相談者950人以上に3000回以上の対応

・非常時には子どもや女性への暴力は深刻化（国連も警告）
→親もリモートワークになったり、コロナ禍で経済的に困窮、
子どもも社会とのつながりが薄れ、虐待のリスクが増している

・児童相談所など行政機関でもハイティーンの対応は後回しに
一方で、買春者や性搾取に斡旋する業者は、孤立した少女たちへの声掛けを強化
→少女の誘拐や、性暴力被害、JKビジネス店等での性搾取被害が深刻化

（2019年度）



2020年度一時シェルター利用者数60名以上、400泊以上
中長期シェルター入居者12名





緊急事態宣言下での利用者１０～１５名、現在は一晩４時間で４５名ほど





10代のメンバーを
中心とする
『声掛けチーム』

公的支援につながれずにいる
少女たちとつながるために





• 緊急事態宣言下、ホテルと連携し、シェルターを70部屋確保

• 20代女性にも積極的な緊急支援を行う

• 食事提供、バスでの支援を強化

• 中長期シェルターを増設（５物件・定員15名に）

• 特別給付金、虐待などから逃れるために家にいられない未成年にも個人給付へ

• 給付型奨学金を虐待から逃れてシェルターで暮らす学生も申請可能に

• 職業訓練校に通う学生が、コロナで欠席した場合も給付金を受け取れるように

• アウトリーチ、シェルターでの保護・自立支援が国と都のモデル事業から

来年度本事業へ

• 赤い羽根福祉基金の支援事業を通して、アウトリーチやシェルターの活動が、

東京、宮城、京都、滋賀、岡山、福岡、徳島などで広がっている。

コロナ禍での緊急支援、行政への働きかけ


